
清水高原(きよみずこうげん)歳時記（高原の 365日）  NO １0－22 

≪長野県山形村≫(やまがたむら) 
清水高原山荘ライフの記録（懐かしい日記帳を開く）2016年１0月22日 

 TAKASHIMA EIKO 著 
  

昨夜９時半過ぎに家をでる。途中眠さに勝てずサービスエリアで仮眠。 

日づけをまたいで到着。 

夜半激しい雨音。寝付けぬまま窓の外の唐松の梢に目をこらすと星が２つ。 

と思う間にまた雨。 

起き出して熱い風呂にゆっくり浸かる。 

 

８時起床。快晴。白樺の黄葉がいよいよ優しい。全身を灯りにして周囲に映える。静かに穏やかに山全体が色

づき晩秋へ向かう時。唐松の針の葉が降り始める。 

ねえ、展望台まで歩こうか。 

クリタケ発見！ 

 

  乾いた落ち葉のなかにりこうぼう（いぐち）の姿もみっけ！ 

  キノコは山の宝石です。 

今日のメニュー 

      昼 キノコシチュー、パン、キャベツとセロリのサラダ ビール 

      夜 キノコうどん イグチをさっと茹でて大根おろしをからめる 日本酒（大雪渓） 

 

午後 北風になった。唐松たちがざわざわゆさゆさギシギシ。 

ストーブに薪を投げ込む。 

１９９４年 １０月２２日の我が山日記の１ページです。 

 

 

 

歳時記ホームはこちら http://www.go.tvm.ne.jp/~sawada/saijiki/saijikihome.htm   
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